
新
潟
県
の
製
菓
工
場
で
死

者
６
人
を
伴
う
火
災
が
発
生

し
た
。
特
に
火
災
危
険
の
高

い
作
業
を
行
っ
て
い
る
よ
う

に
は
見
え
な
い
工
場
で
の
火

災
で
、
な
ぜ
６
人
も
の
方
が

亡
く
な
っ
た
の
か
、
議
論
を

呼
ん
で
い
る
。
今
回
は
、
工

場
の
火
災
危
険
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

新
潟
県
の
製
菓
工
場
の
火
災

こ
の
火
災
は
、
２
月
11
日

の
深
夜
、
新
潟
県
村
上
市
の

三
幸
製
菓
荒
川
工
場
で
発
生

し
た
。
翌
朝
に
は
鎮
圧
状
態

に
な
っ
た
が
、
当
時
工
場
内

に
い
た
35
人
の
う
ち
、
従
業

員
や
清
掃
作
業
員
な
ど
６
人

の
方
が
亡
く
な
っ
た
。
こ
の

工
場
は
鉄
骨
造
２
階
建
て
で

延
べ
面
積
98
百
㎡
あ
ま
り
、

24
時
間
操
業
で
せ
ん
べ
い
な

ど
を
製
造
す
る
ご
く
普
通
の

食
品
工
場
だ
が
、
時
々
ぼ
や

騒
ぎ
を
起
こ
し
て
い
た
。
報

道
で
は
、
火
災
発
生
直
後
か

ら
停
電
し
て
真
っ
暗
に
な
っ

た
、
濃
煙
で
視
界
が
効
か
な

か
っ
た
、
亡
く
な
っ
た
清
掃

員
た
ち
は
閉
鎖
さ
れ
た
防
火

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
前
に
倒
れ
て

い
た
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
脇
の
避

難
扉
は
利
用
さ
れ
な
か
っ

た
、
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。

多
数
の
死
者
が
出
た
た
め

か
、
火
災
原
因
、
死
者
の
出

た
原
因
、
火
災
拡
大
の
状
況

な
ど
の
詳
し
い
情
報
に
つ
い

て
は
、
捜
査
当
局
も
公
表
に

慎
重
な
よ
う
で
あ
る
。

大
規
模
な
工
場
火
災
が
相
次

い
で
い
る

最
近
、
大
規
模
な
半
導
体

工
場
の
火
災
が
相
次
い
だ
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
。
２
０

２
０
年
10
月
の
旭
化
成
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
半
導
体
製

造
工
場（
宮
崎
県
延
岡
市
）の

火
災
で
は
、
鉄
骨
造
５
階
建

て
延
べ
42
千
㎡
の
う
ち
、
３

階
以
上
の
階
が
ほ
ぼ
完
全
に

焼
損
し
た
。
開
口
部
が
少
な

い
上
、
自
然
発
火
性
の
あ
る

モ
ノ
シ
ラ
ン
ガ
ス
な
ど
の
存

在
も
あ
っ
て
消
防
活
動
は
難

航
。
死
者
こ
そ
出
な
か
っ
た

が
、
鎮
圧
ま
で
に
３
日
間
を

要
す
る
大
火
災
に
な
っ
た
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
３
月
に

は
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
の
子
会
社
の
那
珂
工
場

（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）

で
火
災
が
発
生
。
消
防
に
よ

り
６
時
間
後
に
消
し
止
め
ら

れ
た
が
、
１
階
の
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
12
千
㎡
の
う
ち
６
百

㎡
を
焼
損
し
た
。
こ
れ
ら
の

火
災
は
、
世
界
的
半
導
体
不

足
に
拍
車
を
か
け
た
と
報
道

さ
れ
て
い
る
。

工
場
等
の
火
災
の
特
性

工
場
等
の
火
災
は
、
社
会

的
に
は
自
己
責
任
の
範
囲
と

み
な
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

等
に
死
者
が
出
る
と
社
会
的

に
大
き
な
問
題
と
な
る
高
齢

者
福
祉
施
設
等
の
火
災
と
違

っ
て
、
一
般
の
関
心
は
低

い
。
だ
が
、
法
的
な
防
火
規

制
が
相
対
的
に
緩
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
実
は
大
き
な
問
題

が
潜
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
統
計
デ
ー
タ
か
ら
、
工

場
等
の
火
災
の
状
況
を
整
理

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
課
題

と
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。
な
お
、
こ
れ
以
降
、

消
防
法
令
上
「
工
場
又
は
作

業
場
」
に
分
類
さ
れ
る
建
築

物
を
「
工
場
等
」、
全
建
築

物
か
ら
「
工
場
等
」
と
住
宅

（
共
同
住
宅
を
含
む
）
を
除

い
た
も
の
を
「
工
場
等
以
外

の
事
業
所
」
と
呼
ぶ
。

工
場
等
の
火
災
は
増
え
て
い

る
の
か

ま
ず
、
工
場
等
の
火
災
は

増
え
て
い
る
の
か
減
っ
て
い

る
の
か
、
消
防
白
書
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
、
２
０
０
０
年

か
ら
２
０
１
９
年
ま
で
の
20

年
間
の
火
災
件
数
の
推
移
を

見
て
み
よ
う
。

工
場
等
の
火
災
は
、
２
０

０
０
年
か
ら
２
０
１
５
年
ま

で
に
31
％
減
少
し
て
お
り
、

全
体
と
し
て
減
少
傾
向
に
は

あ
る
が
、
２
０
１
５
年
以
降

は
増
加
に
転
じ
て
お
り
、
２

０
１
９
年
に
は
２
０
１
５
年

よ
り
13
％
増
加
し
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
20
年
間
に
工
場

等
以
外
の
事
業
所
の
火
災
件

数
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
33
％
も

減
少
し
て
い
る
。

日
本
全
体
で
は
火
災
安
全

対
策
が
進
み
、
工
場
等
以
外

の
事
業
所
の
火
災
件
数
は
着

実
に
減
少
し
て
来
て
お
り
、

工
場
等
に
つ
い
て
も
同
様
だ

っ
た
が
、
２
０
１
５
年
以
降

は
何
故
か
増
加
傾
向
に
転
じ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

工
場
等
は
ど
こ
で
ど
ん
な
原

因
で
火
災
に
な
る
の
か

２
０
１
７
年
か
ら
２
０
１

９
年
ま
で
の
３
年
間
に
工
場

等
で
発
生
し
た
火
災
は
３
４

６
９
件
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

２
７
５
１
件
（
80
％
）
は
、

作
業
場
・
工
場
部
分
で
発
生

し
て
い
る
（
消
防
庁
火
災
報

告
デ
ー
タ
）。

２
７
５
１
件
の
火
災
の
出

火
原
因
で
最
も
多
い
の
は
、

電
気
関
係
（
短
絡
、漏
電
、過

熱
な
ど
）
の
９
７
１
件
（
35

％
）、
次
い
で
作
業
中
の
事

故
の
８
３
４
件
（
30
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
作
業
中
の
事

故
と
し
て
は
、
熱
せ
ら
れ
た

金
属
等
（
３
４
４
件
）、
切

削
・
衝
撃
等
の
火
花
（
２
７

３
件
）、溶
融
金
属
等
（
１
２

３
件
）
が
可
燃
物
（
衣
類
等

繊
維
類
や
屑
類
）
と
接
触
し

て
火
災
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多

く
な
っ
て
お
り
、
昔
な
が
ら

の
工
場
の
作
業
を
彷
彿
と
さ

せ
る
。

工
場
等
の
中
に
は
プ
ラ
ン

ト
な
ど
、
危
険
な
物
質
を
反

応
さ
せ
た
り
、
加
熱
・
加
圧

し
た
り
す
る
な
ど
火
災
危
険

が
極
め
て
高
い
作
業
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

危
険
物
や
自
然
発
火
性
物
質

な
ど
が
発
火
源
に
な
っ
た
火

災
は
１
３
８
件
（
５
％
）
と

意
外
に
少
な
い
。
火
災
危
険

性
の
高
い
工
場
等
ほ
ど
、
火

の
取
り
扱
い
に
注
意
を
払
っ

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

工
場
等
の
焼
損
床
面
積

最
近
20
年
間
の
工
場
等
の

平
均
焼
損
床
面
積
は
90
㎡
前

後
で
、
工
場
等
以
外
の
事
業

所
の
２
倍
近
い
。
工
場
等
の

イ
メ
ー
ジ
は
、
大
空
間
に
工

作
機
械
や
作
業
員
が
ズ
ラ
ッ

と
配
置
さ
れ
、
大
量
の
製
品

を
生
産
し
て
い
る
、
と
い
う

も
の
だ
ろ
う
。
最
近
は
工
業

製
品
も
生
産
方
式
も
多
様
化

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
な
い
工

場
等
も
少
な
く
な
い
よ
う
だ

が
、
区
画
の
な
い
大
空
間
で

面
積
１
５
０
０
㎡
以
上
と
な

っ
て
お
り
、
焼
損
面
積
10
千

㎡
以
上
の
火
災
も
３
件
あ

る
。
主
要
構
造
部
の
耐
火
性

能
が
耐
火
建
築
物
に
比
べ
て

弱
い
上
、
防
火
区
画
の
な
い

大
空
間
で
、
開
口
部
が
少
な

く
消
防
活
動
が
困
難
と
あ
れ

ば
、
初
期
消
火
で
き
な
か
っ

た
場
合
に
こ
の
程
度
の
被
害

が
出
る
こ
と
は
不
思
議
で
は

な
い
。

工
場
等
の
火
災
に
よ
る
死
者

の
状
況

１
９
６
７
年
か
ら
２
０
１

２
年
ま
で
45
年
間
に
発
生
し

た
事
業
所
火
災
に
よ
る
死
者

数
を
用
途
別
に
累
計
す
る

と
、
一
般
に
火
災
に
よ
る
死

者
数
が
多
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
ホ
テ
ル
等
を
押
さ
え

て
、
工
場
等
が
ト
ッ
プ
に
な

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
火
災

１
０
０
０
件
当
た
り
の
死
者

数
（
死
者
発
生
率
）
で
見
る

と
、
こ
こ
20
年
間
あ
ま
り
大

き
な
変
化
は
な
く
、
工
場
等

は
工
場
等
以
外
の
事
業
所
の

半
分
程
度
で
あ
る
。
工
場
等

火
災
は
、
死
者
の
絶
対
数
は

多
い
が
、
そ
れ
は
火
災
件
数

が
多
い
た
め
で
、
死
者
発
生

率
で
見
る
と
そ
う
大
き
く
な

い
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

 

火
災
が
発
生
す
る
と
焼
損
面

積
が
大
き
く
な
る
こ
と
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。

２
０
１
７
年
か
ら
２
０
１

９
年
ま
で
の
３
年
間
に
作
業

場
・
工
場
部
分
で
発
生
し
た

火
災
２
５
７
２
件
に
つ
い

て
、
平
均
焼
損
床
面
積
を
建

物
構
造
別
に
見
る
と
、
準
耐

火
建
築
物
（
非
木
造
）
が
88

㎡
で
最
も
大
き
く
、
鉄
骨
造

等
が
76
㎡
、
耐
火
建
築
物
は

21
㎡
と
な
っ
て
い
る
。「
準
耐

火
建
築
物
（
非
木
造
）」
と
い

う
の
は
、
鉄
骨
の
柱
・
梁
と

ス
レ
ー
ト
の
外
壁
か
ら
成
る

工
場
向
け
の
構
造
で
あ
り
、

現
在
で
も
最
も
多
く
使
わ
れ

て
い
る
。

「
平
均
焼
損
床
面
積
」
と

言
う
と
、
そ
の
値
を
中
心
に

正
規
分
布
し
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
が
、
火
災
の
場
合

は
そ
う
で
は
な
い
。「
ぼ
や

（
損
害
額
が
資
産
額
の
10
％

未
満
で
焼
損
床
面
積
が
１
㎡

未
満
の
も
の
）」の
比
率
は
耐

火
建
築
物
の
場
合
80
％
、
鉄

骨
造
等
の
場
合
で
も
50
％
を

超
え
て
い
る
。結
局
、火
災
が

発
生
し
て
も
大
部
分
は
「
ぼ

や
」
で
お
さ
ま
る
の
だ
が
、

工
場
火
災
は
リ
ス
ク
管
理
の

視
点
で
考
え
る
べ
き

工
場
等
火
災
の
場
合
、
そ

の
構
造
に
よ
っ
て
は
焼
損
床

面
積
が
10
千
㎡
を
超
え
る
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に

は
、
直
接
被
害
だ
け
で
な
く

間
接
被
害
も
膨
大
な
も
の
に

な
る
。

建
築
基
準
法
令
上
は
、
工

場
等
の
構
造
や
防
火
区
画
に

つ
い
て
の
規
制
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
大
空
間
を
自
由
に
造

れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け

に
、
膨
大
な
間
接
被
害
を
避

け
た
い
な
ら
、
リ
ス
ク
管
理

の
視
点
か
ら
、
構
造
や
防
火

区
画
の
レ
ベ
ル
を
自
ら
設
定

す
る
必
要
が
あ
る
。
初
期
消

火
に
絶
大
な
効
果
が
あ
る
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
は
、
工

場
等
に
つ
い
て
は
消
防
法
令

上
設
置
義
務
が
な
い
が
、
ア

メ
リ
カ
な
ど
で
は
、
火
災
保

険
料
率
の
関
係
で
、
ほ
と
ん

ど
必
置
の
状
況
と
聞
く
。

工
場
等
の
建
築
防
火
性
能

を
高
め
た
り
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
を
設
置
し
た
り
す

れ
ば
、
そ
の
分
費
用
も
か
か

る
が
、直
接
・
間
接
被
害
の
大

き
さ
と
そ
の
発
生
確
率
（
リ

ス
ク
）
の
視
点
か
ら
、
建
設

時
に
適
切
に
判
断
す
る
こ
と

が
経
営
者
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
だ
と
思
う
。

工
場
等
の
場
合
は
区
画
の
な

い
大
空
間
で
あ
る
た
め
、
初

期
消
火
段
階
を
突
破
さ
れ
る

と
延
焼
面
積
が
大
き
く
な
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　工
場
等
の
焼
損
床
面
積
と
防

火
区
画

発
生
し
た
火
災
を
全
体
に

拡
大
し
な
い
よ
う
に
食
い
止

め
る
の
が
防
火
区
画
で
あ

る
。危

険
物
を
取
り
扱
わ
な
い

「
工
場
等
」
の
場
合
、
建
築

基
準
法
に
基
づ
く
耐
火
建
築

物
・
準
耐
火
建
築
物
等
の
制

限
は
適
用
さ
れ
ず
、
床
面
積

１
０
０
０
㎡
又
は
１
５
０
０

㎡
以
内
ご
と
に
防
火
区
画
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

規
制
も
適
用
さ
れ
な
い
こ
と

が
多
い
た
め
、
自
由
に
大
空

間
を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

前
述
の
２
５
７
２
件
の
工

場
等
の
火
災
を
構
造
別
に
見

る
と
、
全
体
の
２
／
３
を
占

め
て
い
る
準
耐
火
建
築
物

（
非
木
造
）
の
場
合
、
平
均

延
べ
面
積
は
11
千
㎡
だ
が
、

１
７
２
５
件
の
火
災
の
う
ち

22
件
（
１
・
３
％
）
は
焼
損

新
潟
県
の
製
菓
工
場
の
火
災
と
工
場
の
火
災
危
険

地
水
火
風
牧
野

恒
一
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